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The Political Space of Meiji 22 (1889): The Promulgation of the Constitution and the Birth of the 
Nation 












































































Smashing the Mirror of Yamato: Sakaguchi Ango, Decadence and a (Post-metaphysical) Buddhist 
Critique of Culture 
大和の鏡を打ち砕く：坂口安吾、デカダンス、（ポスト観念論的な）仏教的文化批評 
 
 
本論は、戦後直後の日本において最も影響力を持ち、議論を巻き起こした作家の一人である
坂口安吾（1906–1955）の批評文学における幾つかの主要な哲学的主題を考察したものであ
る。坂口安吾といえば、闇のカストリ文化や、田村泰次郎（1911–1983）、織田作之助
（1913–1947）、太宰治（1909–1948）といった無頼派との連想が強く働くが、悪夢のような
敗戦とそれに続いく占領時代が始まったばかりの 1946年に発表された、「堕落」「デカダ
ンス」についての２つの挑発的な批評『堕落論』『続堕落論』によって名声を得た。しかし
安吾が学生時代にサンスクリット語、パーリ語、チベット語の仏典を勉強していたこと、一
時は僧侶になる抱負を持っていたことはそれほど知られていない。本論では、上記２作にお
ける「堕落」の概念を、主に安吾の新しい倫理的ビジョンという視点から分析してみた。安
吾は、幻想と幻滅を体験した時代にあって、人間の主体性を捉え直すことによって、人間倫
理にラディカルな変革をもたらそうとした。しかしそのラディカルでモダニスト的な側面に
もかかわらず、安吾の評論における「デカダンス」は、大乗仏教と禅宗の見地から光を当て
てみるとき最もよく理解できる。さらに戦時中に書かれた「日本文化私論」（1942）と読み
合わせてみると、『堕落論』『続堕落論』は、「ポスト観念論的な仏教的文化批評」、つま
り、プラグマティズム、ヒューマニズム、非還元論的物理主義を奉じる文化批評の土台を築
いた作品であると位置づけられよう。 
 
 
